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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータラインと複数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態に
配置された液晶パネルをドット反転駆動する液晶パネルの駆動装置において、
　前記データラインにデータを供給するためのデータドライバと、
　前記ゲートラインを順次駆動するためのゲートドライバと、
　前記データドライバに極性制御信号を印加するタイミングコントローラとを含んで構成
され、
　前記データドライバは、第1ブロックと第2ブロックとからなり、前記タイミングコント
ローラが前記第1ブロックと前記第2ブロックとにそれぞれ相反する極性制御信号を同時に
印加し、
　前記第1ブロックと前記第2ブロックは、前記データドライバを均等に2分割することを
特徴とする液晶パネルの駆動装置。
【請求項２】
　前記タイミングコントローラの内部または外部にインバータを取り付け、前記第1ブロ
ックと前記第2ブロックとに相反する極性制御信号を印加することを特徴とする請求項１
に記載の液晶パネルの駆動装置。
【請求項３】
　複数のデータラインと複数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態に
配置された液晶パネルをドット反転駆動する液晶パネルの駆動方法において、
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　データドライバにより前記データラインにデータを供給し、
　ゲートドライバにより前記ゲートラインを順次駆動し、
　タイミングコントローラにより前記データドライバに極性制御信号を印加し、
　前記タイミングコントローラにより、前記データドライバの第1ブロックと第2ブロック
とにそれぞれ相反する極性制御信号を同時に印加し、
　前記第1ブロックと前記第2ブロックは、前記データドライバを均等に2分割することを
特徴とする液晶パネルの駆動方法。
【請求項４】
　前記タイミングコントローラの内部または外部にインバータを取り付けて、前記第1ブ
ロックと前記第2ブロックとにそれぞれ相反する極性制御信号を印加することを特徴とす
る請求項3に記載の液晶パネルの駆動方法。
【請求項５】
　液晶パネル及び請求項1に記載の駆動装置からなる表示装置。
【請求項６】
　請求項5に記載の表示装置を含むコンピュータ又はテレビジョン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、液晶表示装置に関し、特に画面全体が緑がかったグリーニッシュ(greenish)現
象を改善させるのに適した液晶パネルの駆動装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置は、一般にビデオ信号によって液晶セルの光透過率を調節して画像を表示す
る。かかる液晶表示装置は、この液晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブ
マトリックスタイプで実現され、コンピュータ用モニタ、事務機器、セルラーフォンなど
の表示装置に適用されている。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に用いられ
るスイッチング素子としては、主に薄膜トランジスタ(以下、「ＴＦＴ」という。)が用い
られている。
【０００３】
図１は、一般的な液晶表示装置を示すブロック構成図である。
図１に示したように、複数の液晶セルＣｌｃがマトリックス形態に配列され、データライ
ンＤＬとゲートラインＧＬが交差して、その交差部にＴＦＴを配置して形成された液晶パ
ネル６と、アナログビデオデータをデジタルビデオデータに変換するためのデジタルビデ
オカード２と、液晶パネル６のデータラインＤＬにビデオデータを供給するためのデータ
ドライバ３と、液晶パネル６のゲートラインＧＬを順次駆動するためのゲートドライバ５
と、データドライバ３とゲートドライバ５を制御するためのタイミングコントローラ１と
を具備する。
【０００４】
ここで、この液晶パネル６は２枚のガラス基板の間に液晶が注入され、その下部のガラス
基板上に複数のゲートラインＧＬとデータラインＤＬが相互に直交するように形成されて
いる。
【０００５】
また、ゲートラインＧＬとデータラインＤＬとの交差部には、データラインＤＬから入力
される映像を液晶セルＣｌｃに選択的に供給するためのＴＦＴが配置される。このため、
このＴＦＴは、ゲート端子がゲートラインＧＬに接続され、ソース端子がデータラインＤ
Ｌに接続され、ドレイン端子が液晶セルＣｌｃの画素電極に接続される。
【０００６】
そして、デジタルビデオカード２は、アナログ入力映像信号を液晶パネル６に適したデジ
タル映像信号に変換し、映像信号に含まれる同期信号を検出する。
また、タイミングコントローラ１はデジタルビデオカード２からの赤色(Ｒ)、緑(Ｇ)及び
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青色(Ｂ)のデジタルビデオデータをデータドライバ３に供給する。
【０００７】
また、タイミングコントローラ１は、デジタルビデオカード２から入力される水平/垂直
同期信号(Ｈ、Ｖ)を用いてドットクロック(Ｄｃｌｋ)及びゲートスタートパルス(Ｇｓｐ)
などのデータ及びゲート制御信号を生成して、データドライバ３とゲートドライバ５をタ
イミング制御する。
【０００８】
ここで、ドットクロック(Ｄｃｌｋ)などのデータ制御信号はデータドライバ３に供給され
、ゲートスタートパルス(Ｇｓｐ)などのゲート制御信号はゲートドライバ５に供給される
。
【０００９】
また、ゲートドライバ５は、タイミングコントローラ１から入力されるゲートスタートパ
ルス(Ｇｓｐ)に応答して順次スキャンパルスを発生するシフトレジスタ(図示せず)と、ス
キャンパルスの電圧を液晶セルＣｌｃの駆動に適したレベルにシフトさせるためのレベル
シフタ(図示せず)などで構成されている。
【００１０】
ゲートドライバ５から入力されるスキャンパルスに応答して、ＴＦＴによってデータライ
ンＤＬ上のビデオデータが液晶セルＣｌｃの画素電極に供給される。
データドライバ３にはタイミングコントローラ１から赤(Ｒ)、緑(Ｇ)及び青色(Ｂ)のデジ
タルビデオデータと共にドットクロック(Ｄｃｌｋ)が入力される。
【００１１】
データドライバ３は、ドットクロック(Ｄｃｌｋ)に同期して赤(Ｒ)、緑(Ｇ)及び青(Ｂ)の
デジタルビデオデータをラッチした後、ラッチしたデータを所定の電圧（以下、「ガンマ
電圧」という。）によってガンマ補正する。そして、データドライバ３は、ガンマ電圧に
よって補正したデータをアナログデータに変換して、１ライン分ずつデータラインＤＬに
供給する。
【００１２】
以下、図２～図５Ｂを参照して従来の液晶パネルの駆動装置及びその駆動方法を説明する
。
【００１３】
図２は、ゲートドライバ及びデータドライバを備えている従来の液晶パネルの構成概要を
示すブロック図である。また、図３は、図２のデータドライバの構成を示すブロック図で
ある。そして、図４は、図３のデータドライバを構成する複数のデータドライバ集積回路
（以下、「データドライバＩＣ」という。）のうち一つのデータドライバＩＣの詳細な構
成を示す詳細ブロック図である。
【００１４】
図２に示したように、複数の液晶セルＣｌｃがマトリックス形態に配列され、データライ
ンＤＬとゲートラインＧＬが交差して、その交差部にＴＦＴを配置して形成された液晶パ
ネル１０と、この液晶パネル１０のデータラインＤＬにデータビデオ信号を供給するため
のデータドライバ２０と、液晶パネル１０のゲートラインＧＬを順次駆動するためのゲー
トドライバ３０と、データドライバ２０とゲートドライバ３０にデータ制御信号及び極性
制御信号とゲート制御信号を印加するタイミングコントローラ４０とを含んで構成されて
いる。
【００１５】
また、データドライバ２０は、図３に示したように、複数のデータドライバＩＣ２０ａ～
２０ｆから成り、タイミングコントローラ４０からデータ制御信号及び同一の極性制御信
号を受けて駆動している。
【００１６】
具体的には、データドライバＩＣ２０ａは、図４に示したように、順次サンプリング信号
を供給するシフトレジスタアレイ２１と、シフトレジスタアレイ２１のサンプリング信号
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に応答して画素データ(ＶＤ)を順次ラッチすると同時に出力するラッチアレイ２２と、ラ
ッチアレイ２２からの画素データ(ＶＤ)を画素電圧信号に変換するデジタル－アナログ変
換アレイ（以下、「ＤＡＣアレイ」という。）２３と、このＤＡＣアレイ２３からの画素
電圧信号を補正して出力する出力バッファアレイ２４とを具備する。このようなデータド
ライバＩＣ２０ａは、‘ｋ’チャネルのデータラインを駆動するものとする。
【００１７】
ここで、シフトレジスタアレイ２１に含まれるシフトレジスタは、タイミングコントロー
ラ４０からのソーススタートパルス（source start pulse）信号(ＳＳＰ)をソースサンプ
リングクロック（source sampling clock）信号(ＳＳＣ)によって順次シフトさせ、サン
プリング信号として出力する。
【００１８】
ラッチアレイ２２は、シフトレジスタアレイ２１からのサンプリング信号に応答して、タ
イミングコントローラ４０からの画素データ(ＶＤ)を一定の単位ずつ順次サンプリングし
てラッチする。そして、ラッチアレイ２２は、ｋ個の画素データ(ＶＤ)をラッチするため
にｋ個のラッチ素子で構成され、それぞれのラッチ素子は画素データ(ＶＤ)のビット数(
３ビットまたは６ビット)に対応する大きさを有する。
【００１９】
また、ラッチアレイ２２はタイミングコントローラ４０からのソースアウトプットイネー
ブル（source output enable）信号(ＳＯＥ)に応答して、ラッチしたｋ個の画素データ(
ＶＤ)を同時に出力する。
そして、ＤＡＣアレイ２３は、ラッチアレイ２２からの画素データ(ＶＤ)を同時に正極性
及び負極性の画素電圧信号に変換して出力する。このために、ＤＡＣアレイ２３はラッチ
アレイ２２に共通に接続したＰ(Positive)デコーダアレイ２５及びＮ(Negative)デコーダ
アレイ２６と、Ｐデコーダアレイ２５及びＮデコーダアレイ２６の出力信号を選択するた
めのマルチプレクサ(ＭＵＸ)アレイ２７とを具備する。
【００２０】
ここで、Ｐデコーダアレイ２５に含まれる‘ｋ’チャネルのＰデコーダは、ラッチアレイ
２２からの画素データをガンマ電圧部(図示せず)からの正極性ガンマ電圧を用いて正極性
画素電圧信号に変換して出力する。
【００２１】
また、Ｎデコーダアレイ２６に含まれる‘ｋ’チャネルのＮデコーダは、ラッチアレイ２
２からの画素データをガンマ電圧部からの負極性ガンマ電圧を用いて負極性画素電圧信号
に変換して出力する。
【００２２】
また、マルチプレクサアレイ２７に含まれる‘ｋ’チャネルのマルチプレクサは、タイミ
ングコントローラ４０からの極性制御信号(ＰＯＬ)に応答してＰデコーダアレイ２５から
の正極性画素電圧信号、またはＮデコーダアレイ２６からの負極性画素電圧信号を選択し
て出力する。 
【００２３】
例えば、マルチプレクサアレイ２７は、ドット反転駆動方式による動作のために水平走査
期間(１Ｈ)毎に極性反転する極性制御信号(ＰＯＬ)に応答し、隣接したマルチプレクサと
互いに異なる極性で水平走査期間(１Ｈ)毎に互いに異なる極性を持つ画素電圧信号を選択
して出力する。
【００２４】
そして、出力バッファアレイ２４に含まれる‘ｋ’チャネルの出力バッファは、‘ｋ’チ
ャネルのデータラインに直列にそれぞれ接続した電圧フォロワなどで構成される。このよ
うな出力バッファはＤＡＣアレイ２３からの画素電圧信号を補正してデータラインに供給
する。
【００２５】
そして、従来技術の液晶表示装置によって駆動する液晶パネルは、図５Ａ及び図５Ｂに示
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したようにドット反転駆動方式を採用している。
ドット反転駆動方式の液晶パネルの駆動方法においては、図５Ａ及び図５Ｂに示したよう
に、液晶パネル上の垂直方向ライン及び水平方向ライン別に隣接した液晶セルに相反する
極性のデータ信号が供給されるようにすると共に、フレーム毎に液晶パネル上の全ての液
晶セルに供給されるデータ信号の極性が反転されるようにする。
【００２６】
ドット反転駆動方式では、１フレームのビデオ信号が表示される場合、図５Ａに示したよ
うに、左側の上端の液晶セルから右側の下端の液晶セルへ走査される。それによって、デ
ータ信号は、正極性(＋)及び負極性(－)が交互に現れるように液晶パネル上の液晶セルに
それぞれ供給されることとなる。そして、次に表示されるフレームは、図５Ｂに示したよ
うに、各液晶セルに供給されるデータ信号の上記直前のフレームと相反するように反転さ
れる。
【００２７】
上記のようなドット反転駆動方式は垂直及び水平方向に隣接する液晶セルに供給するデー
タ信号は、それぞれ相反する極性のデータ信号として、任意の液晶セルに供給されるよう
にすることで、フレーム反転駆動方式やライン反転駆動方式に比べて優れた画質の画像を
提供する。
このような利点のため、最近はドット反転駆動方式の液晶パネル駆動方法が主に使用され
ている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２８】
しかし、上記のような従来技術に係る液晶パネルの駆動装置及びその駆動方法においては
次のような問題点があった。
【００２９】
即ち、フレーム毎のデータチャージ時の正(＋)極性または負(－)極性によって共通ゲート
ラインに優勢極性が存在することにより、データチャージの特性に歪みをもたらし、画面
全体に緑がかったグリーニッシュ現象のような画質の低下が発生する。
【００３０】
本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、データドライバを２つに分割して
、この分割した２つの部分にそれぞれ相反する極性制御信号が印加されるようにすること
により、全体の優勢極性を除去して画質特性を改善するようにした液晶パネルの駆動装置
及びその駆動方法を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
上記目的を達成するための本発明に係る液晶パネルの駆動装置は、複数のデータラインと
複数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態に配置された液晶パネルを
ドット反転駆動する液晶パネルの駆動装置において、データラインにデータを供給するた
めのデータドライバと、ゲートラインを順次駆動するためのゲートドライバと、データド
ライバに極性制御信号を印加するタイミングコントローラとを含んで構成され、データド
ライバは、第１ブロックと第２ブロックとからなり、タイミングコントローラが、第１ブ
ロックと第２ブロックとにそれぞれ相反する極性制御信号を印加することを特徴とする。
【００３２】
具体的には、タイミングコントローラの内部または外部にインバータを取り付け、第１ブ
ロックと第２ブロックとに相反する極性制御信号を印加することを特徴とする。
【００３３】
そして、第１ブロックと第２ブロックは、データドライバを均等に２分割することを特徴
とする。
【００３４】
　また、上記目的を達成するための本発明に係る液晶パネルの駆動方法は、複数のデータ
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ラインと複数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態に配置された液晶
パネルをドット反転駆動する液晶パネルの駆動方法において、データドライバによりデー
タラインにデータを供給し、ゲートドライバによりゲートラインを順次駆動し、タイミン
グコントローラによりデータドライバに極性制御信号を印加し、タイミングコントローラ
により、データドライバの第１ブロックと第２ブロックとにそれぞれ相反する極性制御信
号を印加することを特徴とする。
【００３５】
　具体的には、タイミングコントローラの内部または外部にインバータを取り付けて、第
１ブロックと第２ブロックとにそれぞれ相反する極性制御信号を印加することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００３６】
本発明に係る液晶パネルの駆動装置及びその駆動方法には次のような効果がある。
即ち、データドライバを２つに分割して、この分割した２つの部分にそれぞれ相反する極
性制御信号を印加して、ドット反転駆動方式で表示画面を駆動することでグリーニッシュ
現象を改善すると共にフリッカー現象を減らすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明に係る液晶パネルの駆動装置及びその駆動方法をより詳細に説明する。
【００３８】
図６は、本発明に係る液晶パネルの駆動装置を示した概略的な構成図である。
図６に示したように、複数の液晶セルＣｌｓがマトリックス形態に配列され、複数のデー
タラインＤＬとゲートラインＧＬが交差して、その交差部にＴＦＴを配置して形成された
液晶パネル１００と、液晶パネル１００のデータラインＤＬにデータを供給するためのデ
ータドライバ２００と、液晶パネル１００のゲートラインにスキャン信号を供給するため
のゲートドライバ３００と、データドライバ２００とゲートドライバ３００を制御するた
めのデータ制御信号、および第１、第２極性制御信号とゲート制御信号を出力するタイミ
ングコントローラ４００とを含んで構成されている。
【００３９】
ここで、液晶パネル１００は、２枚のガラス基板の間に液晶が注入され、その下部のガラ
ス基板上に複数のゲートラインＧＬとデータラインＤＬが相互に直交するように形成され
ている。
【００４０】
また、ゲートラインＧＬとデータラインＤＬの交差部には、データラインＤＬから入力さ
れる映像を液晶セルＣｌｃに選択的に供給するためのＴＦＴが配置される。
このため、ＴＦＴは、ゲート端子はゲートラインＧＬに接続され、ソース端子はデータラ
インＤＬに接続され、ドレイン端子は液晶セルＣｌｃの画素電極に接続される。
【００４１】
そして、タイミングコントローラ４００は、インターフェース回路(図示せず)を経由して
システム(図示せず)のグラフィックコントローラーから入力される垂直/水平同期信号と
クロック信号を用いて、ゲートドライバ３００を制御するためのゲート制御信号(ＧＤＣ)
と、データドライバ２００を制御するためのデータ制御信号(ＤＤＣ)、及び第１、第２極
性制御信号(ＰＯＬ１、ＰＯＬ２)とを発生する。
【００４２】
ここで、ゲート制御信号(ＧＤＣ)はゲートスタートパルス(ＧＳＰ；Gate Start Pulse)、
ゲートシフトクロック(ＧＳＣ；Gate Shift Clock)、ゲート出力信号(ＧＯＥ；Gate Outp
ut Enable)などを含む。
また、データ制御信号(ＤＤＣ)はソーススタートパルス(ＧＳＰ；Source Start Pulse)、
ソースシフトクロック(ＳＳＣ；Source Shift Clock)、ソースアウトプットイネーブル信
号(ＳＯＣ；Source Output Enable)などを含む。
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【００４３】
なお、本発明に係るタイミングコントローラ４００は、その内部または外部にインバータ
をさらに備え、このインバータを介して互いに反対する極性を有する第１、第２極性制御
信号(ＰＯＬ１、ＰＯＬ２)をデータドライバ２００に出力する。
即ち、データドライバ２００は、図７に示したように、複数のデータドライバＩＣ２００
ａ～２００ｆから成っている。
【００４４】
一方、本発明では６個のデータドライバＩＣ２００ａ～２００ｆについて説明しているが
、それ以上またはそれ以下など、液晶パネル１００の大きさに応じた個数のデータドライ
バＩＣで構成することができる。
【００４５】
そして、複数のデータドライバＩＣ２００ａ～２００ｆを左右に２分割し、その２分割さ
れた左側のデータドライバＩＣ２００ａ、２００ｂ、２００ｃに第１極性制御信号を印加
する。又、右側のデータドライバＩＣ２００ｄ、２００ｅ、２００ｆには第１極性制御信
号と反対の第２極性制御信号を印加する。
【００４６】
図８Ａは、図７の左側のデータドライバＩＣ２００ａを、図８Ｂは、図７の右側のデータ
ドライバＩＣ２００ｆを示した詳細ブロック図である。なお、第１極性制御信号を印加す
る左側のデータドライバＩＣ２００ａ、２００ｂ、２００ｃと、第２極性制御信号を印加
する右側のデータドライバＩＣ２００ｄ、２００ｅ、２００ｆとは、同一の構成である。
したがって、それぞれのデータドライバＩＣは、図８Ａ及び図８Ｂに示したように、順次
サンプリング信号を供給するシフトレジスタアレイ２０１と、このシフトレジスタアレイ
２０１のサンプリング信号に応答して、画素データ(ＶＤ)を順次ラッチすると同時に出力
するラッチアレイ２０２と、ラッチアレイ２０２からの画素データ(ＶＤ)を画素電圧信号
に変換するデジタル－アナログ変換アレイ(以下、「ＤＡＣアレイ」という。)２０３と、
ＤＡＣアレイ２０３からの画素電圧信号を補正して出力する出力バッファアレイ２０４と
を具備する。
【００４７】
このように構成されたデータドライバＩＣ２００ａ及び２００ｆは、 ‘ｋ’チャネルの
データラインＤＬ１～ＤＬｋをそれぞれ駆動する。
シフトレジスタアレイ２０１に含まれるシフトレジスタは、タイミングコントローラ４０
０からのソーススタートパルス(ＳＳＰ)をソースサンプリングクロック信号(ＳＳＣ)によ
って順次シフトさせ、各サンプリング信号として出力する。
【００４８】
また、ラッチアレイ２０２は、シフトレジスタアレイ２０１からのサンプリング信号に応
答して、タイミングコントローラ４００からの画素データ(ＶＤ)を一定の単位ずつ順次サ
ンプリングしてラッチする。
そして、ラッチアレイ２０２は、ｋ個の画素データ(ＶＤ)をラッチするためにｋ個のラッ
チ素子で構成され、それぞれのラッチは画素データ(ＶＤ)のビット数(３ビットまたは６
ビット)に対応する大きさを有する。
【００４９】
また、ラッチアレイ２０２は、タイミングコントローラ４００からのソースアウトプット
イネーブル信号(ＳＯＥ)に応答して、ラッチされたｋ個の画素データ(ＶＤ)を同時に出力
する。
【００５０】
ＤＡＣアレイ２０３は、ラッチアレイ２０２からの画素データ(ＶＤ)を同時に正(+)極性
及び負(-)極性画素電圧信号に変換して出力する。このために、ＤＡＣアレイ２０３は、
ラッチアレイ２０２に共通接続されたＰ(Positive)デコーダアレイ２０５及びＮ(Negativ
e)デコーダアレイ２０６と、Ｐデコーダアレイ２０５及びＮデコーダアレイ２０６の出力
信号を選択するためのマルチプレクサ(ＭＵＸ)アレイ２０７とを具備している。
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【００５１】
Ｐデコーダアレイ２０５に含まれる‘ｋ’チャネルのＰデコーダは、ラッチアレイ２０２
からの画素データを、ガンマ電圧部(図示せず)からの正極性ガンマ電圧を用いて正極性画
素電圧信号に変換して出力する。
【００５２】
Ｎデコーダアレイ２０６に含まれる‘ｋ’チャネルのＮデコーダは、ラッチアレイ２０２
からの画素データをガンマ電圧部からの負極性ガンマ電圧を用いて負極性画素電圧信号に
変換して出力する。
例えば、Ｐデコーダアレイ２０５は水平走査期間(１Ｈ)毎にラッチアレイ２０２から入力
される画素データを、共通電圧(Ｖｃｏｍ)を基準に正極性を有する画素電圧信号に変換し
て出力する。
【００５３】
また、Ｎデコーダアレイ２０６も水平走査期間(１Ｈ)毎にラッチアレイ２０２から入力さ
れる画素データを、共通電圧(Ｖｃｏｍ)を基準に負極性を有する画素電圧信号に変換して
出力する。
【００５４】
マルチプレクサアレイ２０７に含まれる‘ｋ’チャネルのマルチプレクサは、タイミング
コントローラ４００からの第１、第２極性制御信号(ＰＯＬ１、ＰＯＬ２)に応答して、Ｐ
デコーダアレイ２０５からの正極性画素電圧信号もしくはＮデコーダアレイ２０６からの
負極性画素電圧信号を選択して出力する。
【００５５】
例えば、マルチプレクサは、それぞれドット反転駆動方式によって動作するために、水平
走査期間(１Ｈ)毎に極性が反転する第１、第２極性制御信号(ＰＯＬ１、ＰＯＬ２)に応答
して、隣接するマルチプレクサと互いに異なる極性を有し、水平走査期間(１Ｈ)毎に互い
に異なる極性を有する画素電圧信号を選択して出力する。
【００５６】
即ち、本発明を適用した液晶パネルの駆動装置は、左側のデータドライバＩＣ２００ａ、
２００ｂ、２００ｃには第１極性制御信号(ＰＯＬ１)を、右側のデータドライバＩＣ２０
０ｄ、２００ｅ、２００ｆには第１極性制御信号(ＰＯＬ１)と相反する極性制御信号であ
る第２極性制御信号(ＰＯＬ２)とを、それぞれ印加して、液晶パネル１００の分割した左
側と右側とに相反する極性のデータ信号を出力しながらドット反転駆動している。
【００５７】
出力バッファアレイ２０４に含まれる‘ｋ’チャネルの出力バッファは、‘ｋ’チャネル
のデータラインＤＬ１～ＤＬｋに直列してそれぞれ接続された電圧フォロワなどで構成さ
れている。この出力バッファは、ＤＡＣアレイ２０３からの画素電圧信号を補正してデー
タラインＤＬ１～ＤＬｋに供給する。尚、本発明に係る液晶パネルは、図９Ａ及び図９Ｂ
に示したようにドット反転駆動方式を採用している。
【００５８】
ドット反転駆動方式では、１フレームのビデオ信号が表示される場合、図９Ａに示したよ
うに、左側上端の液晶セルから右側下端方向の液晶セルへ走査される。それによって、デ
ータ信号は、正極性(＋)及び負極性(－)が交互に現われるように液晶パネル上の液晶セル
にそれぞれ供給されることとなる。そして、次に表示されるフレームは、図９Ｂに示した
ように、各液晶セルに供給されるデータ信号が上記直前のフレームと相反するように反転
される。
【００５９】
　また、図１０は、本発明に係る液晶パネルの駆動装置でデータドライバ２００に印加さ
れる第１、第２極性制御信号を示したタイミング図である。図１０に示したように、第１
極性制御信号(ＰＯＬ１)と第２極性制御信号(ＰＯＬ２)は、互いに反対する位相を有して
いる。そして、データドライバ２００を構成する複数のデータドライバＩＣ群２００ａ～
２００ｆが均等に２分割されており、左側のデータドライバＩＣ群２００ａ～２００ｃに
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第２極性制御信号(ＰＯＬ２)が、それぞれ印加される。
【００６０】
　すなわち、本発明に係るドット反転駆動方式の液晶パネルの駆動方法では、データドラ
イバ２００を構成するデータドライバＩＣ群を均等に２分割して、液晶パネル１００にデ
ータ信号を供給するデータラインの数が等しくなるようにしている。さらに、この各領域
に上記相反する極性の制御信号（ＰＯＬ１、ＰＯＬ２）を印加することにより、図９Ａ及
び図９Ｂに示したように、各ゲートラインに優勢極性が存在しない状態を得ることができ
る。したがって、各ゲートラインの優勢極性が発生の要因となっていたグリーニッシュ現
象を防止することができる。
【００６１】
　本発明に係る液晶パネルの駆動装置は、液晶パネルを備えたコンピュータやテレビジョ
ンに含まれる表示装置を構成する部品として使用することができる。なお、本発明は、上
述した実施例及び添付の図面に限定されるものではなく、本発明の技術的思想を外れない
範囲内で様々な置換、変形及び変更が可能であることは、本発明が属する技術分野におけ
る通常の知識を有する者には明白なことである。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】一般的な液晶表示装置を示したブロック構成図である。
【図２】従来の液晶パネルの駆動装置を示した概略的な構成図である。
【図３】図２のデータドライバを示したブロック図である。
【図４】図３のデータドライバを構成する複数のデータドライバＩＣのうち、一つのデー
タドライバＩＣを示した詳細ブロック図である。
【図５Ａ】従来技術に係る液晶パネルのドット反転駆動方式による駆動方法を示した図面
である。
【図５Ｂ】従来技術に係る液晶パネルのドット反転駆動方式による駆動方法を示した図面
である。
【図６】本発明に係る液晶パネルの駆動装置を示した概略的な構成図である。
【図７】図６のデータドライバを示したブロック構成図である。
【図８Ａ】図７のデータドライバを構成する左側及び右側のデータドライバＩＣを示した
詳細ブロック図である。
【図８Ｂ】図７のデータドライバを構成する左側及び右側のデータドライバＩＣを示した
詳細ブロック図である。
【図９Ａ】本発明に係る液晶パネルのドット反転駆動方式による駆動方法を示した図面で
ある。
【図９Ｂ】本発明に係る液晶パネルのドット反転駆動方式による駆動方法を示した図面で
ある。
【図１０】本発明に係る液晶パネルの駆動装置でデータドライバに印加される第１、第２
極性制御信号を示したタイミング図である。
【符号の説明】
【００６３】
１００　液晶パネル
２００　データドライバ
３００　ゲートドライバ
４００　タイミングコントローラ
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶面板驱动装置及其驱动方法，其通过在每
帧的数据充电时发生的绿色现象改善图像质量的劣化。 ŽSOLUTION：
在液晶面板驱动装置中，液晶单元点反向驱动在多条数据线DL和多条栅
极线GL的交叉部分以矩阵形式设置的液晶面板100。它包括：数据驱动
器200，用于为数据线DL提供数据;栅极驱动器300，用于顺序驱动栅极
线GL;以及时序控制器400，用于在数据驱动器200上施加极性控制信
号。数据驱动器200包括：第一块200a至200c和第二块200d至200f，定
时控制器400分别在第一块200a至200c和第二块200d至200f上施加相反
极性控制信号。 Ž
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